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総撒i蚕呈猟麟切（罫）説として，私によつて発機させ壽ラれた（翼ルジンスキー，墨952，欝菖儀〉。生

成志れる轍鰍〕蜘またはα震∋綴娠なマグΨの組成は，花樹岩化作｛用ばかりでなく閃畏岩化作用

・閃緑岩化作用を起こすこ暑ごを示しているむそれは活動する趨患瓢を轡獄庶蝦雛慮）r1のアルカ

i慶と紅！銭1によるといンことが明ら治尋あザ

　こグ）噸鉦うな　雛菖募惣鍮重童¢　鐙1》至a（蹴難鷺t　の過程番よ，深い更響　（を麟頭　x熱　z〔》脳》）　ばかき）でなく．

鎌嶽纏鰍至11（1な1箏1に至るまで起こる慧とが明らかである。

　デ璽’難瑚徽gm鍵i（廠熟隻漁撚の流れのもとでの結贔作用は，火成石の鉱物の共生関係においてア

ルカリ金属と水とが完全移動成分で，その撫’磁噴yが一一一定であることを明らかにしている。

これは，瞭繊m購豊糠慮）鰯虚鹸／の説が擬案され．るまでは，、花舗欝岩石の鉱物の共生開係の解

折力　勢レ・われぐいた　（鷺ノレジンスキー・，　緯48）．

　菰の幅無昇する初生的な水溶液は，重力分化激たは地球深部の癒幽繍肇によ’て生じる。

して，深部裂力鷺構造的弱欝，とく拭造海帯に沿〆）ズ上昇する。顎石申を滲透しなが爵・それ

は変成作稽や花欄撃，化／／用をひきおこす。このことと関連して，大洋の水は先地質時代におけ

ダできごとに、髭つて生じたものでなく，現在ξ含めた全穂質時代に次第に地球内部から分離し

て盤三じ7配もびアで凄）る。、

海底噴火と撫礪羅鎌熱癒欝灘総Ψ騨鞍慧継蓋縄塞説の批覇

　火成作燐や変成作燐における地表水の参擁の闘題はたいへん大切である。猟き峯）織t撚隷驚な観

、罫、蒙からすると，初生的ツゲマには水はなくて，まわりの岩石から水を借りてくるのである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノt撒薦畷1め蹴飢1〔》撫説はたいへん興味深く，かつた．くさん研究されている。S照（1獣蝋y－K躍（1（鵬

（19叡））は，マゲマは著t、い量の水を，まわりの．岩省や水籐iから吸うことができ，そして，結晶

昨嚇／のさい鉱，水を含む鉱物鉱寓む岩石≦瓢yl）（》驚購猟離i疑譜　をつくることを述べている．こ

れと関係して興味のあるのl　l大洋鷹の玄武筆一1・についてのデータアである．

　豫碁嚢ラブて・1底にも三欝い火担1があることがわ漆誌つてき激歌。A、抗リシチン，A．V、ジノ薗ゴ（195s）

のデ’一タによれ奪ぎ，インド洋の南部の海底地形は火山地形で，広鵠・澤勤原がある。太平

1、獅申央部でも輔ε獄羅く1鮪9渉）1｝i騨によれば，至○，⑳0グ璃漉火山がある脊

　筆脅は琶璽・．ベズル・廉ツグ）親切に、、1員），　ヴギチヤー…ジー懲による大洋調査、4）さいの火山岩のサ

ンプルをみることがで、、た、、これらのサンヅルは，風化層の中は新鮮な玄武署ガラスであ〆た

器4一・（2誉8）



火成賛絹舞よび後火成／乍崩はお1愛葛水の挙勤（黒1・鱗露益訳〉

り，新鮮な暗灰色ぴ）玄武岩で渉つた婁した．顕微鏡的にも，陸一1ゴの玄試岩と，鉱物組成におい

ても，新鮮さにおいても区別できなかつた．かんらん灘にぴ）み若干の緑泥華様の鉱物が置換し

ているグ）がみられたが，普通輝石や塩基性斜長石（灘灰長石明、弊灰長石）は新鮮である、と：く

に斜長；欝は水のよう1戯透明である。緑色婦みたいなもグ）は一…つもみ欝れ、なか♂）た：。オ・一・ストラ

リ践の西2，〔）叙｝搬焦深さ4，総翫難のインド洋底力、らとつた　t瓢治y彗無びきサン・プ＞レ　）1つのイヒ学

・分析イ直は次のと：お塾である。

　　　8io露50，轟黛葦F簸（㌔／），欝撃A』oミき鱒jl，翌肝㌦0鰭Ll5，曇藏援）7講嚢』残無o（）・懲，製縁○

　　麺）藩攣撃ぐ冶（き至L8焦N産嘱（）茎燃（〉きK塾（）（）謹襲．銭無ぐ〉皿（）沿7，自蕪訴＞“をn　oほ絃冤■ζ｝織工9甑（3施、

　この玄武唐ガラスの分析緯で，藩馬ぐ）が低く（購e（！誌馬（勘も低い戴難猫　とは，濠

縫博㌣くき鴬ぴある。

　深さ蔓～蕪mのインド洋，太平洋の南部の堆積物中では，玄赦岩ガラスや安山岩ガラスのか

けらや，長欝朧普通輝職・普通角閃石・かんらん苓・磁鉄鏑突多孔質の董、武岩・安1。il鰻の熔岩

が大部分を霞めている（リシ罫ン，　隙難O　l！ノシチン，ジゴバ，　壌欝）。、ソ部分はガラス状の

n齋鱒撫で，輝石や斜長、建もつた安山舞ミ熔岩（7）かけ毎も記載されている。南極に近い，深さ

5〔）（）懸の海底は黒患たは赤褐色の霧孔質玄武石のかけらで覆われている。、

　その飽にも，深｝毎底力・ら採取された．難灘の記載がある．　（蘇1慰纂1嫁鎗圭9淑きl　K鴨癬　鵠瓢竃（）藤購s・

茎～鶏｛ぬW捻磁食獄慧，欝3懲　 しかし、轍れらのヂーダはそ離，ほど興i賑がない。　というのは　1薫ず片の

中には駈樂力叢あり，か轄らの組．麟ミも一耀叢でな㌔・“　し、かし鱒寺には明らかに淳桀いところでり形廷父され・た

ものもある。すなわち，一阜部には明らか紅島の浸食によ鯵生じたも融があり，一一二部には氷河／こ二

よると考えられるものもある（K田瞭穫ほ江，欝5紛・少欺くとも，深海底の騰石のかけらでは新

鮮な玄武岩・安山岩およびそれらのガラスが優勢であつて，典型的なスビ勝イトがないことは

1消ら方箋てきある蘇

　いまのデー壁では，海底火山の．全ぼうをとらえるのには完全ではないけれども，海底噴火導

さいに芝照騨瀬tr撫v隷P（蹴島嵐ti鰍が趨訟らないこと，そして解フk獄の深さまで1・訟玄灘｝

・安山岩の熔岩はノーマルな玄武磐・安山葦齢よびそれらのガラスであつて，スピラギト　プ

獄ゼラィトなどでないことは確かである．海底の熔欝が多孔性なのは，それが冷却するとき，

大きな1ヨカをうけていたごとを示すもぎ）である、，

　かくて，大洋底で玄欽嶽マグマが冷却しても，ノーマルな玄斌転1やそのガラス寿形成されて，

議ピライトは／蔭1幾されな秘・　覇妻型的な，スピライト韓二三融として等蓬熟1鱒il賜こあ参，l／・送1腰碧搭1裾顛に

は，　はるかに少ないごと1は特徴的で三疑）る9列、賠弧やブく洋沿爆には露くの聯霞紀の火山が凌）るけ

れども，その熔深　こはスピライトやフ㌧業ピ予イトはない。 千，鵬列島アでも獄〔）n〕も、／　l・Uている

海岸段、翫があり，その下部は水中で闘くなつた部分もあるけ勲、ども，第瞬綻の熔岩1唱，群勲たは

灰色で，緑色、総化はみられない、

　スゼラギトやプ㌶ピ學イトは，明らかに変成チ費であつて，1主γiX職鳩欝賑践三鰍ではない，、

　≡鞍潔は，黒雲母・普通角閃石・若一1蕊のアルカリ角閃蕎・その飽、若帯の襲れな鉱物をのぞいて

火成嚢中にみられる他の含水鉱物，たとえば，難雲母・緑れん石・緑泥石・放射状1麟閃石など

は，みんな．二次的であると考えている。靴れ鳶は，交代的組績鷺・や初雁．鉱物の仮／象をしている。

翫猟無czky議張鷺（葡灘（至飯沁）のいうような嬉肇（灘灘霧齢戯1む礁というようなものはないと・琢え導ゆ

一般に，火成作用と後火成作用とぴ）境ははつき！フLている．ただ，ペゲマ慶イトの中で‘、その

境の判別がむずかL、い．

　塩基性岩の花騰岩化作焦麺）繊計に1まアルカ1穿度の㎜ヒコ疑し、たミグマ穿でト・炭酸塩鴛の了ε簡婚

化韓用のさいには霞￥閃長撒ζ競’たるまでび）交代岩が生じる。ζ講㌻は戯醸麗ぐ罵ではなく議t撒…

顧鞍の性質を挙／嘱）ので，・ln無蝋瞬t職覧s臨讐獄庶s（痴tl（灘のひきおこすものである、，撫＃

悟習中では塩基の相鶯強化ぴ）ために，アルカiナ金1趣ノ諏顧i畷y鰍蝦kユ1磁鋸が、1蔦昇する（一ノレジ

ンスキー，綿6鋤。この関係は深い火成雛でも，浅い火成霧でも岡じであつて，溶液は・ねに

マゲマカらまわりの震石の方へ流れ恐．，t灘漏、・纏）〔）葱舷ε気孟1韓美だとする／題のことが起こ鞍許るか

もしオ彫ないがヲそれ。はみら離，ない。、

5岱……／繋5§1



地ノ調擬所鷺幸多乏 搭嚇　第41．シ

変成作絹に対す愚地嚢水の鋤灘かけ

　　餐成／乍縮や後火壽麹作，構のさい蹴）拶翌熱ll冷な水，耀謡畿承、まわりの・1擬茎ヂか1〉轍・りてPき虐1く，、二れ、

　轟、承の欝羨麺雛　赫一ることは漁セゴ．・ヘノしノξ／6げかし，．い、、

三1き離謬撫臨、鰭蒲は火成頚嘱・や敏醸繊聴窒聯重く漢嬢鞘樹欝1係t．，て生鉱、てい樽、栖・う

地質学的・事欝器に灘鄭』ぐみ、、い、台地や，T，辺沈降帯では，厚い堆積や1醐7舞や／駿の上，劣1一があ

、隷誌か煎携）ず，本の意輸て鵜鱒」隻作．職ζ重癒い，、静載 堆積地城では，ま伽煽y、、、娯）深い

琴郵翠　　も藁ギ匙　　変／茂鷺参！／オ曙忍めらオ亙，，ていな、・・。　鱗慧い擁ギーりよ、ノゲの』ヂータはた斗）＼ノ義、顯瞬㌶響いも

めがあ翫職鋤畿城ではボ・誕、／ングの深さは，い終は胆㌘1蝋にも1叢L、ているが，そんズ晒

’でも砂・露は；費濾グ手．動に充分な壌」隙率をもつてい護　すな薯）ち，灘｛窯瓢達縫・1）｝蓬1（ぼ蹴難灘愛纐1＜：購は

癒い・1ヴ醐s（猛1鋤は，か汐オル』アで，郷童かシ始新澄ま一ξのフ』ジ勝イト尊砂撃1魯花

ll糠蓬嬬戟・引‘1・齢凱掘つた談藝』ん，ジグ瑞蜜 1、鱒ζ｝戯L，ている、，ン1ぐ一導ン．ググ）下都では，14桑》

に3嚢していた。1転郵孟汰マ鉱醐瓢蒙携［の鐡詳1勿業姦タ耀一なわ璽；導ま憂茎ド〈A1≧き嘱隻〔め　審．カ！タ長響、罫・際鱒・

・羅、叢碍欝磁鉄鉱および騨　1母・緑溌llヂゴ・暫解戴・黄鉄鉱・緑2親，ん1鷲・褐鉄鉱・カオt／ンその他

レ’罷｝いろの紳暴驚分1雛講海騨）かけらか1㌧な》㌻ている，、　騒運曇｛帽！舞i三1鷺も簿為カミわ翁プず，　カオ登ンの　導

糸燐葺1鷺鷲／のみ・が，葺舘一一の肇変篶矯乍ノ韓熱ヅ糞す・ものである磐　（勤飯舞、峯r雛，1鯵5§），　このボーiタン・ヅの蕪

部の礁デの孔鰯、轍搭．嫉，に達し，賊作用｛、うけていない、，

　広域変成誓嚇泣〉ゾーンより麟熱藩ころでは，火成写、体、と変成帯（τ蹴傭駕美〈懲）至齋隙騰（）嶋と

グ）譲詳系褻魏曙らかでε美｝）ぞ）、、　し、誇浸ド・，1饗くなると、　1、垂1つき葦）1評なくなるの達灘．iジ講醤饗繭全貯は，メ　大1な

婚1鵬麟i融や｝ヤ葺1筆影の｝1海幾とと量）1こ￥参辮の動慧露　叢溜提駕が．llじる。，　しかし，・そこで璽，，　獅3矯甕1は

ミ群搾イ｝・鶏鞍fや片聯麟雛三齢趨競薫づく紅’一滅，て 麟する，，ただ、ダ欝、隷こ擁は，を

れ輝瑞鰍，しばし．隷片麻キ鷺謙は狂1三片麻，乞l！繊1購蹴鋤と肇粥が／箕記載麟／，ている、

影くの　 鍔がいろいろと多，織議し、て甦，・るけ勲、、ど　，本麟麺，嚢貰郊乍絹と火｝ン驚作用とはi父ニジ到でき芽

毫ゲ）螂で凝）ゼ）乳，

　憂衡糊翫対す蘇縫嚢水礪憾かけは，火賑蹄グ）1鼓でli壌）かにされて糎　講Lに）い

　はβフィラケ』イ（二・鷲蓑一・ジー箏ンド〉や、働ジ瓢ツト（カムチヤ・ソカ）の火i．llガスの、窯．ネル

ギ利用のためのボ…1ノン．ダのデ…タ菰たいへん興殊深い、，，、ll二述の，凝灰鷺のはげしい低瀬の諾

糞ビ讐イトイ絃擁・ζ月／l潅葬譲罐く／器搾紹こ、よ！）て∂・き博苓鉱さ才も7瓶もので・ある渉慧，　その『　挙癒中の爾繋鋤翼翔らめ・

／こ鱗薫水でふ　　C・ずワノツ，轡損）。｛　璽一や　 談の7｝くが，懸％は／患嚢水であること，、よ，搬近，

一嚇露気奪磯爵複めら鐘Lて㌔・・る，，蕪1たこ才Lらの瀦く漕1穿芽灘ま認Lな菰と典箒いろいろゲ刃」父分・，　とくに懸鋳1鰻三を掴1

え蓋〉酸を含んでいるこ乏1は，火μ．1のΨグッ溜りの？蘇力に／ll、国するこ、！ごは疑のないところである。，

　麦　》憩る二後ゾく／浅ゴ潅！月『／にオ馨いて，　嚢縷1撰三灘鐸齢フ疑分寿叢特睡致爵勺な餐黛害繧を鋳／まプ畿／、’て㌔・る，、　鑑lll善P総

愛濃1悲鵜≦藁の籔起！就鷺び鍔の研修駿漆、，ヲ講賓’は輔罫（雄麹舞認ミ慕ぬ蟹逢罎（・禦擁U裳i｛1》葺潟1夢の熊タ総！夢藝する霧綾麺三麟む分

の波磐と㌔い｝撰説慈　養，た。その要、輩1、礼は次のとお1）である、花謝麗7ヅマの結1｝1作用のさい自

鐵慕なつた酸軽成頚蔓摘憩L：1鐸，：1㌔懇、（〕（㌔㌔など）は、緊、萎の孔隙や割れ．隷を通つて水濠蔽が

鯵メ叢鋤ぞ）が，そ・のとき霧㌔緯績驚一銀重麟藍（鎗縫驚（・t”によ夢1一鐵頓三1讃穿穫溶奏襲一・水さ、えもお賠かえ

られる　（薫ルジンスキー一・，癒灘；ジヤ》雛フ，　獅獄）雛　かくて．酸性成分の波が通る、』き，始

めは鷺蔚性緯博農、．1昇して，　まオ）りの、，翠ギ（7）翻義墾をア幽〆カ！ノイヒ／、．、，　／）〆 汽・一ぐ1駿捲三裏巽力離菰蓄・㌔ずると！蕪

基が沈殿する。菰グ）、ような酸牲度紛レく化漆三，後火戒作絹のさいぎ）紹蕎のはげし／い変化の／、欝と

な誉嘉．／罫する、i箋碍1i無轡蕪・葭｛蹴9凱継1（講（｝報t三ζ灘が地表憾凝）所まで1叢すると，酸轡三成冷の波は圭暴三

表水にの勢移撃，こ廓）の水に、錘竃雌鎗1智毒・鷺柔「h鍵m捌w撮、亙・と1司じよっな行鋤力をもたせる，

獅酬く1職域の1難、∫、は，、ン）、嫡なやグマ起源グ踏液と地畿水との糸給4）ぐ獣い例である、、

　　　のような継．溺，1恥かに地表に近い所償鐵難行なわオ唱もているはずで凌る“深さとと

もに．地表水の，瀬命1　かなくな配『でゆくわけである、ノら，　漢い煮ころ翰変成作三珊は撃、i二の，藝、至、1で深

、黙ころのものさ醸、別できるはず眠）る。剣築．謡）》醸継蜘、蚤たは恥騨b陣ま達1な変成作／瀞）

ご携琢数は溝慕・1弾のものヌ遷；！）てい第。妻磐～嚢獄縫の1プ群ピライ1・イヒf乍用／汰，　ii数’藪岨～灘動耀㍉糞の章墾さに

づ＞講3争るザくlll楽薯／馨．　とく1　’P秀需畿ブヲグ）㌣、大二き斗寸薮欝饗寿警讐男集蓼駿ずi・びガ塞ぎ／、．　津5弘繍ろく’き糞、嬰馨蓼さで・響義

！凝茎 　1墾報））



1ノ類贈／講婆お、1；び後火成／鴇ll歓嬉蓬汰の2曽．勧燦瀬霧蕪、鱒

，1嚢し』ぐいる、，花ゴ麺　ぎ岩石のま三抄りの．ゲラゼゼン化作ノ1引讐録譲化｛乍絹と繧燦べて，　火i、舞ギ響藩直・ξ賠1藤蕪71く

性珪岩や脱愈乱された媛畢．鍵）均姦な変難乍，用獣お、脇くべきものでζ／る。，火1．至離源の熱水・1で繍．酵1

’蛋1二二次的珪欝㌻’は普謎蘇露一一絹灘粥滅たは蕎，聾 簿鍵蓉，岩で饗鎌が，ぞの麟帆は数戴漁．にわた

つk．呼，弧鎗）変質の翻翻）少ないむ層クト状の郡分が、タれ隷いQ花騰麟／沖のダ卵ずゼンや

、聴化轡は，黒トツク状で，数舷lmのはげしK難慰〆た部分と，麟轡　1しズいない財1，ψ

ト状の部、とをもつているなン，）〔めな違いは，G籍）浅い彊．1．薦の‘カが，、、灼深い細、1、1，岩礁贈

も，1鱗かに影汝の水で飽1憩、峯れていた、盛噂鍛愉湧すもの叫で噺鞄，このような火1嫉i癩の

水綜主とLて後火蜘1翻講騨曇成分に餅1．霞れて括動的に毒＝つた地表水であ馨、，

　火1曜糠沖のマ驚成作用が隔 嶋箋である・い・うと乏の理ll蕉激，そ轟他に，それ轡灘臓動ぴ、蚤ん

の女搬め紅，あ蜜1）務ナ齢さ藩Lて謙3ら・ず，霧彗叢も積も’ぎノ・捻い　　ずの1おで㌃走盤こ：るとレ・うこと｝．あ》、、

た．火麟讐の轡）の繋！も懸ぐ1係があ愚であろう、、

　火霞・鴇縢中φ葬熟水／乍壌や鉱／擁ミ生戚詣絹騨瞬講タ窒慕は将来の研夢鷺を待た藩、、ばならない。

　　し、かし岬噸がら，変成作取磁籍と1そのさいの水の1資ヤ動は，深くなつたからとい／唱アぐ減、身す恐

わけではない、、1、醗に，星ゾ㍉．二も撫れ，、い変成飼獄讃＞つとも深い所で起鵜○，華、垂轟片：稗）麟・

κ繋をつくる。　織鵠　ゾを紫襲の…1舛こ，　1蕩難　ドで難舞慮さオ備、べ瀞ずい1雛護勿　　　　　　　　　．パイ雛一プ苓｝の！多レ・ざ

くろり薪）　が広く産することは，それらが驚国醸｝撚メ、ヌ、、歎もの深さで形成されたことを示すが，

その。ような深さでは，ぶ　の圭賊水が謬透一1 噸激い舜、1はあま騨唯1．1三がない軸花齢沈作

！麹）さいの才臨、階響ヴマの形成1こも，また変成／鯛，、隷く1託の低 i・侮心織贈）時期にも欠く、㎞、，と

ので輿癒い水は，j眠畑碗誌の帯“，繊膿照即燃1（燦臨繍の流オ礁／肌’鮮嬬捻れ・る、“

　　蜜た，変成！乍旧紬　地llll達斜で．唯積物が沈i蜂して麟き雛ノ　ご熱、鴛をうけるとき，　堆積物i耳録轡，

とく鵜粘二1 薦堆．積物か爵分離された雌r鋤下で蒼＝なわれるという溜琴嘉も窯れではないpいη

ような水襯酸ガ．スやその／瞑騰性1震分をふくんでいると薦えるご1、雛、柔でぎ為しか／〆・，その

／鍛な考嘆．方は可能性がケづ皿い鱗なぜなら．．嚇躍1か1）揮謬難性成分の聯撚　1ぞ騨が増進納

変成作用で熱せ1》療、ぐいく過程で起こるはずであ恐が，憾　祭の岩1蒼の加水作用，　炭酸塩化作壌

を起こす水や炭酸ガ．卑り攻撃は源渡！が i菊導つ一あ福戴歎下変成倒翻塒・期・碓．隻ンζいる、β狸）

，嬉な深さで，冷えてゆ趣つある変成した堆織勲｝水や揮1婁成分が分離する（繍t考却》れ

ない、、その臨，変成｛鷺用や後火薙，蝋用の騒、さは原岩に含まれていた水の雛に1；賜、1係がないこと

がわかつている。

　　古い結晶片岩聴／糖緒軸花1欝擁などび，義，1，謬鵬／陣でも，響い時期の変成／窪・朔，！麹囎難蒲

は起二i乃る。そし．て，その時の水や1麹鐸憂ガ；騨磁遷は，著い乗変成の堆．樹嚢沖扇篤よ悩こ

強い9，講磁i／シ・’切ヤのサヤニ〆一…『「脚㌢，ノボイ．罪三ンプ／オ腔解一）猿生代花／蝦卜・隔隔一，／携蒙暑一千／こ嬬1

にはこの、暴のな関係が．よ薙罫凄れてい難“サヤンー．．聡ぎノボイの戦鱒鱒蜜簾紳識這灘の灘美

は一部は原。生代嚇締／東朗玉サヤンなど戸1澤に一 部はその下1紺の幽代花嵐嚢・やグラ講ユ謄

イト撫）片／轄沖／ぐぱス御ボ弾懸珪盤こつで．藤．ひ凄姓代の；蔓プレ81ψス1隠ラス

　カギ／ゼ繧荘潅瞬継1讐）萎饗欝鑓軍蒸デ料擁謙渥1をなどの弧ぬうに，　含護煽鋭諏勿にぎオ、ラめて㍗乏．しレ・もので壕妬る夢　』疑ヤ

　　　，スタノボィ劃滞欝ll，始生代グ）￥繊鉱、・範闘にわたつて臼蟹講片麻1岩鞍拶1羅。叢酬椿麟

　・含水鉱物にとんだダィアフトラィi・1ミニ変わっている、、輿変成／ザ、た貯縷．．母花151、階や臼選1 くゲ

マタイトがたいヘノ瓢ノ発達し。．てい纂　受二慧圏ジン｝、キー，獄鷺〉， 含水頚物が影いという．El，紅では，

講笑．は／烈三代の粘 土劉鞍沖‘獣夢一ヤンー．ス碧ボ’召嫡，岩にひけをとらノ誤・“

　　kが多い、とは，花齢警その鯉）グラィゼン鱈糊1，とつて不可知．）混である鼎ゲ脚ギーぜ

　　化作壌は，講時まで非変成の．雛積潜申に入つた花醐碧申で｛〉，　い卸鳶い花瞬費べ牽舗ll質岩石

申に入つた撫鋤1将蠕篤ぐ壷戯・嵐げt〆い．、剛ン嫡なグラを1．∫ン北削麹綱鳶叢ザバイ船

蕊，〆に蓬）ある轄サ舵拙ヤの古鍵1翠約鰭嬬誌’下ぐいおゲラィゼンマ1》結贔繰．糧沖綜鴻・

　　慰く麟鉱床。地誠でも，猟一騨羅蔽灘ヨ溝鷹m撫重，蓑き変成作縮．接触薦代作騰，慶代変成作糟．

，鉱化鋼・手獅おレず、“，長い，§臓にわた，〆 ドぐ轡欝邑〆てく数嬬ぶ液がある誌が如う）れている△貿一）

、婦なこ、駈か夢、），この水溶液の起瀦1は，崩、趣部分が撰㌧部か辱き娯、）ので爵’纏葦敷．られ鄭

ly7 イ蜘）
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結 論

　火成作拶郭．変成！乍用のさいのア／くの挙翻翼こ欝1する撃鐘碧緯的欺ヂータから，　次のように1結論する

こ、，≧ができる。

　星〉　深部からの護群鋤海な驚ミごis星麗騨蝋面な水溶液の．鳥舞する流れが存在する・その流動

に沿つて変成痒潮や花嶽岩マグ翠をつくる堆積諾層の選択的溶融が起こる．この溶液は炭酸ガ

スや総の揮発性の酸性成分，またアルヵリ金属を運ぶ。

　蒙）　m購｝照は」夏峯w勲賑な水を含んでいるが，寒わりの旛石や海成層から水を吸収しな．い、、

　3）　地殻の、王二部では，火lli岩層の後火成作用や脱色作用，膿次的珪樹などをつくるようなヅ

群ピライト化作用において，循環水や地表水が力／lわる轍とはあるが，それは達獄欝難からの酸

賛ヲ戎分がそれに｛動きかけるからであ誉、、そび）ような水／まある種の鉱床の生1戒にヅてきな．役割をも

／）ている喜・跨繕粛 1三）れ「る導

誉18曽… ／盤§慧）




